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『花咲家の人々』 
村山早紀、徳間文庫 

風早という街で、花屋兼カフェを営む花咲家。実は彼らには、植物と会話 

できるという魔法のような能力があった。聡明な長女、活発な次女、 

内気な末っ子の三姉弟は、街の人々や自分たちの抱える問題と向き合いながら、 

植物の力に助けられ成長していく。 

優しく暖かい丁寧な筆致が特徴の児童文学作家、村山早紀の新シリーズ。 

忙しい日々に疲れてきたらこの本を手に取り、花や植物の起こす奇跡や魔法を 

感じてみてはどうだろう。 
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『２０歳のときに知っておきたかったこと スタンフォード大学集中講義』 
ティナ・シーリグ　阪急コミュニケーションズ 

「いま、手元に五ドルあります。二時間でできるだけ増やせと言われたら、 

みなさんはどうしますか？」これは、スタンフォード大学の授業で筆者が 

実際に学生に出した課題です。ある学生のグループはこの課題で６５０ドル 

を稼ぎ出しました。しかも、元手には全く手をつけず、稼ぎ出すのに必要な 

時間は実質三分間でした。彼らはどのような方法を使ったのでしょうか？ 

常識を破る。そしてアイデアを得る。それらを実践し、成功した学生や起業家 

そして著者自身の体験が一冊に詰まっています。 
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『悪意』 
東野圭吾、講談社 


ドラマや映画化もされているミステリー「加賀恭一郎シリーズ」の一つだが、 

単体で充分に楽しめる。松本清張の形態と似ており、犯人自体は比較的あっさ 

り捕まるが、殺害動機の捜査がメインとなる。人間の心理にスポットが当たっ 

た作品である。隠されていた真の「悪意」が明らかになった時、全身に震えが 

走った。いくら展開が順調でも、決して騙されてはいけない。人の本気の「悪 

意」が、この小説全体を包んでいる。 
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『麦の海に沈む果実』 
恩田陸　講談社文庫 

湿原に囲まれた学園で連続して起こる不可解な事故。学園のタブーを破り、3 

月以外に転入してきた主人公の理瀬も次第に学園で起こる騒動の渦中へと飲み 

込まれていく。学園ものでありながらミステリーやホラー要素もあり、読み進 

まない人でも夢中になれる１冊だ。また理瀬の魅力に惹きつけられた人は続編 

の「黄昏の百合の骨」もおすすめだ。 
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『君と過ごす季節　春から夏へ、12の暦物語』 
大崎梢ほか　ポプラ社 
一年を二十四の季節で分けた、二十四節季。立春や夏至など、その十五日ほど 

の一つ一つの季節に物語を織り成したアンソロジーの春夏編。西加奈子、小手 

鞠るい等人気作家十二人の短編を収録している。短編集の魅力は、それまで読 

んだことのなかった作家を新たに発掘できることだ。桜の下で、雨の中で―― 

移り変わる季節とともに、たくさんの恋物語が綴られる。四季の魅力を感じな 

がら、まだ見ぬ作家との出会いを楽しんでみてほしい。 
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『七つの海を照らす星』 
七河迦南　東京創元社 
児童養護施設を舞台にして日常の謎が描かれた連作短編集。ひとつひとつの物 

語が丁寧に語られていている。そして最後にパズルのピースのようにひとつひ 

とつの物語がつながっていく。子どもたちの揺れ動く感情がきめ細やかに描か 

れていて、物語全体に優しさがあふれていて、でもそれだけでなく伏線のはり 

方が上手くてミステリとしてもしっかりしている。「真実っていうのは人を幸 

せにするものだ」、「真実と事実は違う」。そんな「真実」の物語です。 
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『何者』 
朝井リョウ　新潮社 
第148回直木賞受賞作。就活に取り組む大学生の姿がリアルに描かれている 

。作中ではSNSが効果的に用いられていて、共感できる部分もたくさんあっ 

た。友人への嫉妬、自分は自分なのに「何者」かになろうとしてしまう気持ち 

、普段他人事のように痛いと思っている姿は他人からみた自分の姿かもしれな 

い。そう思うと少し怖くなった。就活した後だとより共感できるのだろうか。 

とにかく、すべての大学生におすすめ。 
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『レキシントンの幽霊』 
村上春樹　文春文庫 
人の暗部や孤独感を描いた短編集。不条理な世界観から人の残忍性が垣間見え 

る「緑色の獣」、どこか可笑しなタイトルからは想像もつかない絶対的な孤独 

が心をえぐる「トニー滝谷」。どの短編でも、読者は恐怖や孤独感から目を離 

すことができず、直視しなければならない。だから、暗い気持ちになったとき 

はこれを読んでもっと暗くなろう。読み終わる頃には一周回って清々しい気分 

になっているはず。 
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『陽だまりの彼女』 
越谷オサム　新潮社 

中学時代に同級生からイジメを受けていた女の子と、彼女を助けたために 

周囲から浮いてしまった男の子が十年ぶりに運命的な再開を果たす。 

彼女は素敵な女性へと成長をとげていたけれど、どこか引っかかるところが。 

甘え上手で秘密を見え隠れさせる彼女の行動から目が離せない。 

張り巡らされた伏線に、普通の恋愛小説だと思っていると最後に騙されます。 

読んだあとは幸せな気持ちになれる小説。 
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『神去なあなあ日常』 
三浦しをん　徳間書店 

高校卒業後に、神去村という小さな村に送り込まれた主人公の平野勇気。 

最初は村から逃げ出そうとしていた彼も、周囲の人との関係が深まり、 

仕事や村の行事を経験するにつれて、林業や神去村にひきこまれいく。 

林業って山から木を切り出してくるだけの仕事だと思っていた。 

春夏秋冬、木を手入れしているなんてこと知らなかった。方言も素敵だ。 

「なあなあ」なんて特に。意味はこの本を読んで確認してもらいたい。 

心温まる一冊だ。 
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『製鉄天使』 
桜庭一樹　東京創元社
同氏著作「赤朽葉家の伝説」が生んだ物語。80年代、丙午の少女が 

レディースの頂点を目指す。ひたすら喧嘩して爆走して多くを失いながらも 

最後まで彼女が駆け抜けるのは、今には通じない、この時代だけの 

「えいえん」の世界だ。全体的に、古き良き悪しき懐かしき記憶のような、 

痛みを伴う悲しさと明るさがある。そして、主人公のバイクと同じくらい、 

熱と疾走感を持って読み進められた。 
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『九マイルは遠すぎる』 
ハリイ・ケメルマン　早川書房 
犯罪現場には赴かず、僅かな手掛かりから推理を展開して事件を解決する、 

安楽椅子探偵ものの定番といえる作品。 

探偵役であるニッキィ・ウェルト教授が「9マイルもの道を歩くのは容易じゃない、 

まして雨の中となるとなおさらだ」という言葉のみから殺人事件の真相を暴く 

表題作など、巧妙なトリックや陰惨な殺人はないが、緻密に推論を重ねて 

真相に近づいていく面白さに、きっと満足できるはず。全8篇、ぜひご一読あれ。 
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『幸福な食卓』
瀬尾まいこ　講談社
あなたにとって、家族とはどういう存在ですか？この小説は、ある少女とちょ

っぴり変な家族の再生の物語です。友達や恋人との関係は簡単に壊れてしまう

けれど、家族との関係はそう簡単にはなくならない。だからこそ嫌になる時も

あるけれど、救われる時もきっとある。読み終えた時、自分の家族ともっと会

話をしようと思いました。家族の存在の大切さを気づかせてくれる、心温まる

一冊です。
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『新本格魔法少女りすか』
西尾維新　講談社

子供っぽい題名にそそられて手に取ると見事に裏切られる。描かれているのは

陰惨な世界だ。非情さを纏う10歳の少年が魔法少女を駒とし、容赦なく傷つ

けられながらも負けじと敵を殺していく。大量の鮮血を添えて。一見荒唐無稽

にも思えるが、振り返れば自分も「無垢な子供」には程遠かったと気づく。程

度の差こそあれ、主人公たちと同じく無邪気に嘘を吐く強かさや虫をいたぶる

攻撃性などをどこかに秘めていたはずだ。10年前の純真な思い出が新たに思

い返される一 冊。
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『袋小路の男』
絲山秋子　講談社文庫

この小説の登場人物は小田切と小田切に想いを寄せる日向子という二人の男女

だけだ。しかし、二人は付き合う事も無ければ友情を育むわけでも無い。日向

子は片思いをし続けるが、恋人でも友達無い奇妙な関係がひたすら続いていく。

では、そこに何があるのか？と思うだろう。不思議に思われてしまうだろうが、

そこにあるのは究極の純愛なのだ。陳腐なお涙頂戴の純愛小説に辟易してる方、

どろどろとした人間関係に疲れた方に是非読んでほしい。 
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『シラノ・ド・ベルジュラック』
エドモン・ロスタン著／渡辺守章訳　光文社
不細工だが勇敢な剣豪シラノ・ド・ベルジュラックは、ロクサーヌへの恋心を

ひた隠して生きていた。だがロクサーヌは、同僚の美男子クリスチャンと恋に

おちてしまう。シラノはロクサーヌの恋を実らせるため、クリスチャンの恋文

の代筆を請け負うのだが…。２世紀も前に作られた戯曲といえども、色褪せな

いシラノの清々しい生き様は、決して明るくはない現代を生きるうえで一つの

燈火になってくれるだろう。「さあ、受け取れ。この偽りを、真実に変えるの

は君だ」
